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概要
空間的に分散した利用者間の情報の流れを制御することで物理的空間を超越する新しい情報サービスや、その実現のためのサービスプラットフォームへ
の関心が高まっています。本発表では、ピアツーピア（P2P)方式遠隔健康管理サービスを題材にオープンなサービスプラットフォーム化に向けた課題分
析の方法とその分析の結果について紹介します。

題材：
P2P遠隔健康管理サービスー空間的に分散した情報サービスの一例

分析方法
技術的サービスプラットフォームの枠組みを分析した Gawer の論文（Gawer, 2014）に従い、
経済（需要側）と工学（供給側）の両面から遠隔健康管理サービスのプラットフォーム化に向け
た課題とその分析方法について定性的に検討します

表はGawer, A. (2014). Bridging differing perspectives on technological platforms: Toward an 
integrative framework, Research Policy, 43, 1239–1249. より抜粋して作成

経済的観点 工学的観点

概念化 市場としてのプラットフォーム 技術アーキテクチャとしてのプラットフォーム

見方 需要 供給

焦点 競争 イノベーション

複数のスマート
フォンやスマー
トウォッチによ
り直接、遠隔地
から高齢者の身
体状態や生活状
況を見守ること
を可能にするピ
アツーピア（
P2P)方式による
遠隔健康管理サ
ービスを開発し
ています

Sashima, A., Kawamoto, M., Kurumatani, K. (2018). A peer-to-peer telecare system 

using smart watches and wireless biosensors. Health and Technology 8(5) 317 - 328.

オープンな健康データ管理

グループウェア

•専門家やデータ分析の参入

•多種データ・他サービスと

の連携

•オープンな通信プロトコルとAPI・オントロジーの整備

•認証とセキュリティ

P2P健康管理グ

ループウェア
サービス空間の
分散化の要請
（環境の変化）

遠隔健康管理サービスのプラットフォーム化の課題分析

•プラットフォーム
•経路情報の管理と通信アプリをオー
プン化して提供

• 補完者
• さまざまなサービス提供者の参入

•データ分析
•代理見守り
•UIの提供等

•利用者
•家族間のP2Pサービスだけでなく、
サービス提供者のサービスも利用

遠隔健康管理サービスのプラットフォーム化のイメージ

環境の変化によるサー
ビスの再定義と概念化

需要側の観点の分析

供給側の観点の分析

サービスプラットフォ
ームとしての実現
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